
▲馬込半白節成胡瓜
（提供＝波多野淳氏）

▲国道1号沿いに建つ「発祥の地」の石碑

（提供 波多野淳氏）

「馬込半白節成胡瓜」の採種組合「大農園」を設立するなど品種の改良・普及
に尽力した河原梅次郎氏（正面）が種を採取する様子 （所蔵＝河原雅春氏）

▲馬込大太三寸人参
（出典＝『大田区史（資料編）民俗』）

　

今
、注
目
の

　

今
、注
目
の

「
江
戸
東
京
野
菜
」と
は
？

「
江
戸
東
京
野
菜
」と
は
？

近
、
テ
レ
ビ
や
新
聞

な
ど
で
「
江
戸
東
京

野
菜
」や
「
伝
統
野
菜
」
と
い
っ

た
こ
と
ば
を
見
聞
き
し
た
方

も
多
い
だ
ろ
う
。
日
本
に

は
、
古
く
か
ら
土
地
ご
と
に

根
ざ
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
た

在
来
種
の
野
菜
が
あ
る
。
比

較
的
広
い
範
囲
で
名
の
通
っ
て

い
る
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
神

奈
川
県
の
「
三
浦
ダ
イ
コ

ン
」、
栃
木
県
の
「
ユ
ウ
ガ

オ
」、
石
川
県
の
「
加
賀
レ
ン

コ
ン
」
あ
た
り
に
な
る
だ
ろ

最

う
か
。
東
京
で
も
「
練
馬
ダ

イ
コ
ン
」「
亀
戸
ダ
イ
コ
ン
」「
滝

野
川
ゴ
ボ
ウ
」
な
ど
が
知
ら

れ
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
以
降
、
野

菜
の
生
産
・
流
通
・
販
売
が

近
代
化
さ
れ
る
に
し
た
が

い
、
こ
う
し
た
野
菜
た
ち
は

表
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
し

ま
っ
た
。
江
戸
川
区
一
帯
が

発
祥
と
さ
れ
る
「
小
松
菜
」

の
よ
う
に
、
大
量
生
産
が
可

能
な
改
良
（
交
配
）
を
経
て
、

今
な
お
市
場
で
存
在
感
を
示

す
野
菜
も
あ
る
が
、
以
前
の

品
種
と
は
外
見
も
味
も
違
う

別
物
と
い
う
。
今
日
、
私
た

ち
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

店
頭
で
接
す
る
野
菜
の
大
半

は
、
こ
う
し
た
「
作
り
や
す

く
」「
運
び
や
す
く
」「
売
り

や
す
く
」
と
い
っ
た
配
慮
が
な

さ
れ
た
品
種
な
の
だ
。

　
し
か
し
、
近
年
の
自
然
志
向

の
流
れ
に
乗
っ
た
「
ス
ロ
ー
フ
ー

ド
」
と
し
て
、
ま
た
、
ま
ち

お
こ
し
や
地
産
地
消
に
ま
つ

わ
る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
伝
統

野
菜
が
再
び
脚
光
を
浴
び
始

め
た
。
東
京
で
も
江
戸
開
府

四
〇
〇
年
を
は
じ
め
節
目
の

年
が
相
次
ぎ
、
昔
の
暮
ら
し

を
振
り
返
る
機
会
が
増
え
る

な
ど
し
て
注
目
さ
れ
た
。
江

戸
と
そ
の
近
郊
の
農
村
で
改

良
さ
れ
た
野
菜
の
品
種
全
体

を
「
江
戸
東
京
野
菜
」
と
総

称
し
、
失
わ
れ
た
遺
産
の
復

活
劇
が
始
ま
っ
て
い
る
。

馬
込
ブ
ラ
ン
ド
の

馬
込
ブ
ラ
ン
ド
の

    

野
菜
が
あ
っ
た

野
菜
が
あ
っ
た

京
五
輪
が
あ
っ
た
一

九
六
〇
年
代
の
半
ば

ま
で
、
馬
込
界
隈
は
、
都
心

に
近
い
農
業
地
帯
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。
西

馬
込
ま
で
都
営
地
下
鉄
浅
草

線
が
伸
び
て
き
た
の
が
一
九

六
八
（
昭
和
43
）
年
。
今
で

も
農
村
当
時
の
面
影
が
わ
ず

か
に
残
る
場
所
は
あ
る
が
、

東

こ
の
頃
か
ら
多
く
の
畑
が
宅

地
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
栽
培
さ
れ
て
い
た
野
菜
の
代

表
格
は
、「
馬
込
半
白
節
成

胡
瓜
（
ま
ご
め
は
ん
じ
ろ
ふ

し
な
り
き
ゅ
う
り
）」
と
「
馬

込
大
太
三
寸
人
参
（
ま
ご
め

お
お
ぶ
と
さ
ん
ず
ん
に
ん
じ

ん
）」
で
あ
る
。
西
馬
込
駅
近

く
の
国
道
１
号
沿
い
に
、
そ
の

歴
史
を
伝
え
る
石
碑
が
建

つ
。
碑
文
に
よ
れ
ば
、「
馬
込

半
白
節
成
胡
瓜
」
は
一
九
〇

復
権
す
る

復
権
す
る

「
江
戸
東
京
野
菜
」

「
江
戸
東
京
野
菜
」

う
し
た
品
種
が
広
く

作
ら
れ
な
く
な
っ
て
か

ら
も
、
独
自
に
栽
培
・
採
種

を
続
け
て
い
た
農
家
の
方
々

の
努
力
が
実
り
、
こ
の
平
成

の
世
で
江
戸
東
京
野
菜
は
新

し
い
道
を
歩
み
始
め
る
。

　
Ｊ
Ａ（
農
業
協
同
組
合：

農

協
）
で
は
、
一
九
八
九
（
平

成
元
）
年
か
ら
伝
統
野
菜
の

栽
培
状
況
と
タ
ネ
の
有
無
の

調
査
を
始
め
た
。
そ
し
て「
馬

込
半
白
節
成
胡
瓜
」
と
「
馬

込
大
太
三
寸
人
参
」
の
タ
ネ

が
馬
込
の
農
家
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
野
菜
の
タ
ネ
の
保
管
に

は
、
数
年
ご
と
に
畑
に
ま

き
、
再
び
採
種
す
る
と
い
う

更
新
作
業
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
た
め
Ｊ
Ａ
が
生
産
農
家

を
募
り
、
東
京
都
農
林
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
で
も
タ
ネ
を

こ

〇（
明
治
33
）
年
頃
に
誕
生

し
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に

か
け
、
採
種
組
合
が
相
次
い

で
設
立
さ
れ
た
。
品
種
の
保

存
と
均
一
化
が
図
ら
れ
、
四

国
や
九
州
へ
も
栽
培
が
広
が
っ

た
。
な
お
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期
と
い
え
ば
、
馬
込
文
士

村
の
全
盛
期
と
重
な
る
。
ぬ

か
漬
け
が
絶
品
だ
っ
た
と
い
わ

れ
る
「
馬
込
半
白
」
が
文
士

た
ち
の
食
卓
に
も
並
ん
で
い
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
一
方「
馬
込
大
太
三
寸
人
参
」

は
、
一
九
五
〇（
昭
和
25
）
年

に
大
森
東
部
農
協
に
よ
っ
て
当

時
の
農
林
省
に
種
苗
登
録
さ

れ
て
以
降
、
馬
込
の
特
産
品

と
な
っ
た
。
本
体
部
分
の
全
長

は
十
セ
ン
チ
程
度
で
、
私
た

ち
が
日
頃
食
べ
て
い
る
ニ
ン
ジ

ン
よ
り
だ
い
ぶ
ず
ん
ぐ
り
し
た

格
好
で
あ
っ
た
と
い
う
。

増
や
す
た
め
の
栽
培
に
取
り

組
ん
だ
。

　
現
在
、
馬
込
ブ
ラ
ン
ド
の
野

菜
は
、
馬
込
に
残
る
ご
く
少

数
の
農
家
の
ほ
か
、
多
摩
地

区
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

特
に
小
金
井
市
で
は
、
生
産

農
家
の
ほ
か
「
江
戸
東
京
た

て
も
の
園
」
と
東
京
農
工
大

学
を
拠
点
と
し
た
江
戸
東
京

野
菜
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
が

軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

ま
で
「
馬
込
半
白
節
成
胡

瓜
」
を
含
む
多
く
の
品
種
の

栽
培
に
挑
戦
。
今
年
か
ら
は

「
馬
込
大
太
三
寸
人
参
」
も

手
が
け
る
予
定
と
聞
く
。
ま

た
、
品
川
区
で
は
北
品
川
の

青
果
店
が
中
心
と
な
っ
て
「
品

川
カ
ブ
」
な
ど
の
復
活
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
復
権
の
輪

は
年
々
広
が
っ
て
い
る
。

　
野
菜
は
旬
の
時
期
に
栄
養
価

が
最
も
高
い
と
い
わ
れ
る
。

伝
統
野
菜
に
親
し
む
こ
と

で
、
日
本
古
来
の
〈
旬
〉
の

感
覚
を
呼
び
覚
ま
し
て
み
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

■

【
参
考
文
献
】

・
大
竹
道
茂『
江
戸
東
京
野
菜 

物
語
篇
』社 

   

団
法
人
農
山
漁
村
文
化
協
会
、2009

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
江
戸
東
京
野
菜
通
信
」

　
（http://edoyasai.sblo.jp/

）

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
江
戸
東
京
野
菜
の
ま
ち

   

小
金
井
市
」

　
（http://w

w
w
.edotokyo-yasai.jp/

）

【
協
力
】   

大
田
区
立
郷
土
博
物
館

大森には、人のいとなみが土地の
記憶（地霊）として残っています。
今回の主役は、馬込界隈で育まれ
た伝統野菜です。 （文＝山田智士）


